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明
治
後
期
竣
工
の
幼
稚
園
舎
二
棟
の
建
築
と
教
育
に
見
る
地
域
力

'k
，
愛
珠
幼
稚
園
(
大
阪
市
)

と
旭
東
幼
稚
園
(
岡
山
市

)
i

乃く

井

理
恵
子

は
じ
め
に

日
本
の
幼
稚
園
教
育
は
、
明
治
五
(
一
八
七
二
)
年
頒
布
の
「
学
制
」
に
お
い
て
、
小
学
校
の
一
つ
と
し
て
「
幼
稚
小
学
」
が
定
め

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
制
度
的
誕
生
を
見
る
。
す
な
わ
ち
、
初
等
教
育
が
「
小
学
校
」
と
し
て
一
本
化
さ
れ
た
の
と
同
時
に
、
幼
稚

園
も
そ
の
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
の
一
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
近
代
学
校
誕
生
の
一
貫
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
幼
稚
園
教
育

実
践
の
内
容
と
方
法
は
、
モ
デ
ル
園
と
し
て
設
立
さ
れ
た
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
(
明
治
九
年
開
設
)
に
お
い
て
具
体
化
さ

れ
、
こ
れ
は
明
治
1
昭
和
戦
前
期
の
日
本
の
幼
稚
園
教
育
実
践
の
一
つ
の
手
本
と
し
て
長
く
影
響
し
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
学
制
頒
布
と
同
時
に
学
校
制
度
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
幼
稚
園
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
普
及
は
小
学
校
に
比
べ
て

大
き
く
遅
れ
て
い
た
。
近
代
化
に
お
い
て
西
欧
諸
国
に
大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
日
本
の
状
況
を
問
題
と
し
た
政
府
は
、
遅
れ
を
取

り
戻
す
べ
く
公
教
育
の
徹
底
に
力
を
注
ぎ
、
師
範
学
校
の
設
立
、
師
範
の
養
成
に
急
い
だ
。
近
世
に
お
い
て
は
社
会
的
身
分
に
よ
っ
て

分
か
れ
て
い
た
集
団
教
育
の
場
が
、
明
治
近
代
に
な
っ
て
一
本
化
さ
れ
、
人
々
は
誰
も
が
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
喜
び
、
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学
校
の
設
立
に
地
域
を
挙
げ
て
協
力
し
、
物
心
共
に
多
く
を
注
い
で
小
学
校
の
普
及
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
に
比
し
て
幼
稚
園
の
普
及
は
、
全
く
芳
し
く
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
幼
稚
園
と
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
も
明
確
で
は
な

く
、
人
々
は
戸
惑
っ
た
。
学
制
頒
布
の
明
治
五
年
以
降
、
数
年
を
経
て
も
継
続
し
て
運
営
さ
れ
る
幼
稚
園
は
出
現
せ
ず
、
政
府
は
大
い

に
悩
む
と
こ
ろ
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
明
治
八
年
開
設
の
桜
井
女
学
校
附
属
幼
稚
園
な
ど
、
築
地
や
横
浜
に
は
外
国
人
宣
教
師
に
よ
る

幼
稚
園
の
開
設
も
僅
か
な
が
ら
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
日
本
全
体
を
牽
引
す
る
数
に
は
全
く
不
十
分
で
あ
っ
た
と
共
に
、

そ

の
実
践
内
容
・
方
法
と
も
に
宗
教
色
の
強
い
も
の
や
海
外
の
ス
タ
イ
ル
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
た
も
の
な
ど
で
占
め
ら
れ
、

一
般
社
会
へ

の
普
及
に
は
程
遠
い
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

頭
を
抱
え
た
文
部
省
は
、
官
立
の
幼
稚
園
の
設
立
に
乗
り
出
す
。
そ
う
し
て
開
設
さ
れ
た
の
が
、
先
に
述
べ
た
東
京
女
子
師
範
学
校

附
属
幼
稚
園
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
少
し
ず
つ
幼
稚
園
の
数
は
増
え
て
い
っ
た
が
、
明
治
十
年
代
前
半
ま
で
は
そ
の
多
く
が
全
国
各
地

の
師
範
学
校
附
属
で
あ
っ
た
。
当
時
の
幼
稚
園
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
に
お
け
る
教
育
の
内
容
・
方
法

は
非
常
に
特
異
な
も
の
で
、
道
具
も
特
別
な
も
の
を
使
用
し
て
実
践
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
模
し
て
広
ま
っ
た
当
時
の
幼
稚
園
は
、

潤
沢
な
資
金
が
な
い
と
開
設
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
明
治
十
年
代
後
半
に
な
る
と
、

一
般
の
人
々
や
地
域
の
中
で
、
幼
稚
園
を
開
設
し
ょ

う
と
す
る
動
き
が
出
始
め
た
。
そ
の
契
機
は
個
々
に
異
な
る
が
、

小
学
校
と
比
べ
て
開
設
の
遅
れ
て
い
た
幼
稚
園
に
あ
っ
て
も
、
そ
の

開
設
を
目
指
そ
う
と
す
る
地
域
の
人
々
が
い
た
の
で
あ
っ
た
。
小
学
校
の
設
立
も
含
め
て
、
明
治
前
期
の
近
代
学
校
の
誕
生
と
拡
大
・

普
及
に
お
い
て
は
、
地
域
の
人
々
の
力
は
絶
対
的
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
我
が
国
の
近
代
教
育
は
文
部
省
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
地
域

力
に
よ
っ
て
曙
光
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
地
域
の
人
々
の
熱
意
を
具
現
化
し
、
視
覚
的

に
示
し
、

そ
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
姿
を
確
か
に
確
認
で
き
る
も
の
に
、

小
学
校
舎
、
幼
稚
園
舎
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
地
域
の



人
々
の
夢
や
願
い
を
映
し
、
当
時
の
教
育
内
容
・
方
法
を
垣
間
見
せ
る
も
の
と
し
て
、
研
究
対
象
と
し
て
大
き
な
魅
力
に
溢
れ
た
も
の

で
あ
る
。

近
代
学
校
建
築
は
、
初
等
教
育
機
関
か
ら
高
等
教
育
機
関
に
ま
で
多
く
の
も
の
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
今
日
も
遺
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
魅
力
的
で
あ
り
、
紹
介
し
た
い
事
例
も
多
く
あ
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
二
つ
の
幼
稚
園

明治後期竣工の幼稚園舎二棟の建築と教育に見る地域力

舎
を
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
園
舎
は
二

O
O
七
年
六
月
、
我
が
国
の
幼
稚
園
舎
と
し
て
初
め
て
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
た

ば
か
り
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
築
百
年
、
今
ま
で
幼
稚
園
舎
が
僅
か
一
棟
さ
え
も
国
指
定
重
要
文
化
財
に
選
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
事
実
に
も
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
が
、
と
に
も
こ
う
し
て
、
今
ま
で
教
育
史
あ
る
い
は
建
築
史
研
究
の
姐
上
に
も
の
ぼ
ら
な

か
っ
た
幼
稚
園
舎
の
価
値
が
公
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。
今
、
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
地
域
力
。
こ
の
二
棟
の
事

例
の
中
に
、
我
が
国
に
確
か
に
存
在
し
た
大
き
な
地
域
力
を
見
た
い
と
思
う
。

一
、
愛
珠
幼
稚
園
園
舎

ー

l
幼
児
の
育
ち
を
支
え
続
け
て
一

O
七
年
ー
ー
ー

銀
行
や
保
険
会
社
の
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
今
橋
、
著
名
な
製
薬
会
社
の
看
板
が
連
な
る
道
修
町
な
ど
の
あ
る
大
阪
市
の
旧
北
船
場

地
域
に
、
今
回
、
幼
稚
園
舎
と
し
て
初
め
て
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
た
園
舎
の
一
つ
、
愛
珠
幼
稚
園
舎
が
あ
る
。
園
舎
の
東

側
に
は
適
塾
が
隣
接
し
て
い
て
、
現
在
は
高
層
ビ
ル
群
に
固
ま
れ
て
い
る
愛
珠
幼
稚
園
舎
と
適
塾
で
あ
る
が
、
園
舎
の
重
厚
な
迫
力
は

周
囲
の
近
代
ビ
ル
に
引
け
を
取
ら
な
い
存
在
感
を
醸
し
出
す
。
こ
の
園
舎
は
、
愛
珠
幼
稚
園
舎
三
代
目
の
も
の
で
、
明
治
三
四
(
一
九

。
一
)
年
に
竣
工
し
た
。
爾
来
百
年
余
に
わ
た
り
、
園
舎
は
他
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
継
続
的
に
幼
児
教
育
の
現
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
き
た
。
戦
禍
を
逃
れ
、
地
震
に
倒
壊
す
る
こ
と
も
な
く

一
世
紀
を
超
え
る
時
間
を
幼
児
と
共
に
過
ご
し
て
き
た
園
舎
は
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多
く
の
関
係
者
に
愛
さ
れ
労
ら
れ
な
が
ら
、
明
治
後
期
の
技
術
の
粋
を
結
集
し
た
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
木
造
建
築
の
園
舎
が
、
百

年
の
年
月
を
超
え
て
継
続
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
、
他
に
類
を
見
な
い
。

116 

愛
珠
幼
稚
園
は
、
明
治
一
三
(
一
八
八

O
)
年
六
月
、
か
つ
て
豪
商
で
あ
っ
た
升
屋
家
平
右
衛
門
・
山
片
重
明
の
自
邸
を
北
浜
小
学

校
舎
と
し
て
使
用
し
て
い
た
一
角
を
借
用
し
て
開
園
し
た
。
明
治
五
(
一
八
七
二
)
年
の
学
制
に
お
い
て
「
幼
稚
小
学
」
の
名
称
に
よ

り
制
度
化
さ
れ
た
我
が
国
の
幼
稚
園
は
、

そ
の
保
育
目
的
・
内
容
・
方
法
が
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
普
及
が
難
し
く
、
当
初
は
官
公

立
に
よ
っ
て
設
立
が
進
め
ら
れ
た
。
日
本
初
の
官
立
幼
稚
園
で
あ
っ
た
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
(
明
治
九
年
)
、
そ
れ
に
続
い

て
鹿
児
島
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
と
大
阪
府
模
範
幼
稚
園
(
共
に
明
治
二
一
年
)
が
設
立
さ
れ
た
他
、
僅
か
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教

師
に
よ
る
幼
稚
園
が
設
立
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
頃
、
明
治
二
一
年
末
に
組
織
さ
れ
た
大
阪
・
北
船
場
の
一
二
町
か
ら
成
る
連

合
町
会
は
、

小
学
校
の
普
及
に
比
し
て
遅
れ
て
い
る
幼
稚
園
の
、
八
王
国
に
先
駆
け
た
開
設
を
提
議
、

一
向
は
大
い
に
賛
成
し
、
幼
稚
園

の
設
立
が
決
定
し
た
。
開
設
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
の
幼
稚
園
教
育
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
て
い
た
フ
レ
ー
ベ
ル
恩
物
の
購
入
な
ど
多

大
な
経
費
が
か
か
っ
た
が
、
連
合
町
会
内
に
は
日
銀
大
阪
支
店
長
、
大
阪
商
船
会
社
発
起
人
、
大
阪
貯
蓄
銀
行
重
役
、
塩
野
義
製
薬
創

業
者
の
父
な
ど
の
有
力
者
も
多
く
在
住
し
、
多
額
の
寄
付
を
得
た
。
そ
の
後
、
園
児
数
増
加
に
よ
り
園
舎
は
狭
院
化
、
明
治
一
六
(
一

八
八
三
)
年
に
、
同
じ
く
豪
商
で
あ
っ
た
鴻
池
屋
善
右
衛
門
持
家
を
貸
与
さ
れ
移
転
。
し
か
し
、
こ
の
代
用
園
舎
も
採
光
・
換
気
条
件

の
問
題
や
、
庭
と
室
内
と
の
自
由
な
往
来
が
難
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
保
育
の
場
と
し
て
の
問
題
は
多
く
、
新
た
に
竣
工
し
た
の
が
、
こ

の
明
治
三
四
年
竣
工
園
舎
で
あ
る
。

園
舎
の
基
本
設
計
は
競
技
に
よ
り
、
当
時
の
主
任
保
婦
で
あ
っ
た
伏
見
柳
の
案
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
原
案
を
文
部
技
師
の
久
留
正
道

(
「
学
校
建
築
設
計
要
項
」
(
一
九

O
四
)
作
成
者
)
の
指
導
に
通
し
、
大
阪
府
技
手
の
中
村
竹
松
が
設
計
を
完
成
さ
せ
た
。
ち
な
み
に
伏

見
の
原
図
、
中
村
の
最
終
図
面
な
ど
も
、
全
て
現
存
し
て
い
る
。
原
案
作
成
者
の
伏
見
は
保
育
実
践
経
験
が
豊
か
で
、
愛
珠
幼
稚
園
に
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赴
任
し
て
以
来
四
年
間
に
わ
た
っ
て
近
隣
の
幼
稚
園
を
訪
問
し
た
り
、
幼
稚
園
教
育
関
係
者
と
の
交
流
を
広
く
持
っ
た
り
し
て
お
り
、

そ
の
幅
広
い
知
見
を
生
か
し
て
園
舎
の
基
本
設
計
を
お
こ
な
っ
た
。
約
二
八
0
0
0
円
と
い
う
工
費
は
地
域
の
有
力
者
の
寄
付
に
よ
り

充
当
さ
れ
、
潤
沢
な
地
域
の
援
助
は
園
舎
の
み
な
ら
ず
数
々
の
教
材
・
教
具
・
遊
具
・
備
品
な
ど
に
も
適
用
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
現
存

す
る
。新

築
園
舎
の
外
観
に
は
和
式
意
匠
を
採
用
。
と
り
わ
け
「
御
殿
造
」
と
い
う
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
代
、
近
隣
の
小
学

明治後期竣工の幼稚園舎二棟の建築と教育に見る地域力

校
舎
は
明
治
初
期
に
建
て
ら
れ
た
擬
洋
風
意
匠
に
よ
る
校
舎
の
老
朽
化
に
よ
る
新
築
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
四
(
一
八

九
一
)
年
の
「
小
学
校
設
備
準
則
」
に
お
い
て
学
校
舎
の
「
質
朴
堅
牢
」
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
地
域
で
は
最
早
、
擬
洋

風
意
匠
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
。
替
わ
っ
て
多
く
導
入
さ
れ
た
の
が
御
殿
造
で
あ
り
、
こ
れ
は
北
船
場
近
隣
の
町
屋
で
は
明
治
後
期
に

な
っ
て
も
な
お
典
型
的
で
あ
っ
た
瓦
葺
な
ど
の
和
式
意
匠
を
踏
襲
し
て
い
る
。

一
方
で
園
舎
内
部
に
は
、
遊
戯
室
の
高
い
格
天
井
と
、

そ
の
近
く
に
設
け
ら
れ
た
大
き
な
採
光
・
換
気
窓
、
天
井
か
ら
下
が
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
な
ど
、
洋
風
意
匠
を
用
い
て
い
る
。
外
装
と
内

装
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
魅
力
的
だ
。

平
面
計
画
も
、
保
育
実
践
に
合
わ
せ
て
工
夫
さ
れ
た
。
明
治
三
二
(
一
八
九
九
)
年
「
小
学
校
設
備
準
則
再
改
正
」
に
お
い
て
常
例

と
さ
れ
た
片
側
廊
下
は
、
こ
の
園
舎
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
方
位
は
一
定
で
は
な
く
、
全
て
の
廊
下
が
園
庭
に

面
す
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
廊
下
は
、
保
育
室
や
園
庭
と
の
段
差
が
な
い
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
年
代
は

フ
レ
ー
ベ
ル
恩
物
中
心
主
義
か
ら
の
脱
却
が
図
ら
れ
、
机
に
向
か
っ
て
長
時
間
に
わ
た
り
思
物
を
使
っ
て
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
園
舎

内
外
、
保
育
室
・
廊
下
・
園
庭
を
往
き
来
し
な
が
ら
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
園
舎
は
機
能
面
か
ら
見
て
も
、
当
時

の
実
践
に
そ
く
し
た
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
。
保
育
室
の
廊
下
側
お
よ
び
反
対
壁
面
に
も
大
き
な
窓
が
設
け
ら
れ
、
採
光
・
換
気
に
も

充
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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愛
珠
幼
稚
園
舎
は
、
保
育
実
践
者
が
求
め
た
機
能
性
と
、
地
域
が
求
め
た
意
匠
的
特
徴
を
見
事
に
融
合
さ
せ
て
造
ら
れ
た
、
名
実
共
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に
我
が
国
の
代
表
的
な
学
校
建
築
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
地
域
の
人
々
の
熱
い
思
い
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
大
切
に
使
用
・

保
存
さ
れ
て
き
た
こ
の
園
舎
が
今
後
い
っ
そ
う
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
さ
ら
に
長
く
そ
の
姿
を
見
せ
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
る
。

二
、
旧
旭
東
幼
稚
園
園
舎

ー

l
濡
酒
な
美
し
さ
と
機
能
性
を
併
せ
も
っ
た
梅
鉢
型
|
|

岡
山
市
内
の
清
輝
橋
を
過
ぎ
、
市
立
中
央
図
書
館
を
目
指
し
て
歩
い
て
い
く
と
、
そ
の
奥
に
薄
紅
色
の
一
風
変
わ
っ
た
木
造
建
築
が

見
え
る
。
そ
の
独
特
の
形
状
は
通
る
人
々
の
足
を
止
め
、
開
放
的
な
窓
や
玄
関
扉
は
人
々
を
中
に
誘
う
。
内
部
に
入
る
と
、
中
央
に
、

高
い
窓
か
ら
光
が
射
し
込
む
広
々
と
し
た
遊
戯
室
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
突
出
す
る
三
つ
の
保
育
室
が
見
え
る
。
こ
の
建
築
が
、
現
在

「
八
角
園
舎
」
と
呼
ば
れ
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
、
旧
旭
東
幼
稚
園
舎
で
あ
る
。

旭
東
幼
稚
園
は
明
治
一
八
(
一
八
八
五
)
年
、
岡
山
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓
導
の
進
藤
貞
範
に
よ
り
、
小
橋
町
国
清
寺
の
境
内

に
「
私
立
川
東
幼
稚
保
育
場
」
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
県
師
範
学
校
幼
稚
科
に
次
ぐ
市
内
二
番
目
の
幼
稚
園
の
開
設
で
あ
っ
た
。
明
治

一
二
(
一
八
八
八
)
年
、
地
域
の
有
力
者
二

O
名
と
進
藤
は
知
事
に
屈
を
提
出
、
保
育
場
は
共
立
と
な
っ
て
小
学
校
舎
内
に
移
転
す
る
。

そ
の
後
、
市
立
と
私
立
を
往
復
し
名
称
変
更
さ
れ
つ
つ
も
、
園
は
地
域
の
共
同
運
営
の
形
を
と
っ
て
保
育
は
継
続
さ
れ
、
明
治
二
七
(
一

八
九
四
)
年
に
は
小
学
校
の
敷
地
内
に
最
初
の
新
築
園
舎
を
竣
工
し
た
。
や
が
て
小
学
校
が
合
併
、
幼
稚
園
は
新
し
く
誕
生
し
た
旭
東

(
一
九

O
八
)
年
に
園
舎
を
新
築
し
、
旭
東
小
学
校
附
属
幼
稚
園
と
し
て
運
営
を
開
始
し
た
。

尋
常
小
学
校
の
附
属
と
な
る
。
明
治
四
一

こ
の
園
舎
が
、
今
回
の
国
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
た
建
築
で
あ
る
。



園
舎
の
設
計
は
、
旭
東
尋
常
小
学
校
舎
の
設
計
も
手
掛
け
た
岡
山
県
技
手
の
江
川
三
郎
八
で
あ
る
。
江
川
は
他
に
も
、
私
立
関
谷
中

学
校
本
館
(
一
九

O
五
・
現
存
)
、
遷
喬
尋
常
高
等
小
学
校
(
一
九

O
七
・
現
存
、
国
重
要
文
化
財
指
定
)
、
倉
敷
尋
常
小
学
校
附
属
幼

稚
園
(
一
九
一
五
・
現
存
)
な
ど
も
設
計
し
た
。
他
に
も
相
当
数
の
建
築
を
岡
山
県
下
に
設
計
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
江
川
の
経
歴
な

ど
は
近
年
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
、
二

O
O
一
年
に
本
人
自
筆
の
自
伝
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
経
歴
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
江
川
は
万
延

元
(
一
八
六

O
)
年
、
福
島
県
会
津
の
生
ま
れ
で
、
福
島
に
て
設
計
の
技
術
を
学
び
、
福
島
県
技
手
を
経
て
明
治
三
五
(
一
九
O
二
)

年
に
岡
山
県
技
手
に
招
か
れ
た
。
大
正
二
一
(
一
九
二
三
)
年
の
退
職
ま
で
、
岡
山
県
下
に
多
く
の
建
築
を
遺
し
た
。
自
伝
に
よ
れ
ば

明治後期竣工の幼稚園舎二棟の建築と教育に見る地域力

江
川
は
、
当
時
の
日
本
の
学
校
建
築
界
を
牽
引
し
て
い
た
山
口
半
六
、
久
留
正
道
、
三
島
通
良
の
直
接
指
導
も
受
け
て
い
る
。

園
舎
の
外
部
意
匠
は
、
下
部
は
縦
板
張
り
、
上
部
は
下
見
板
張
り
で
、
外
壁
上
部
に
は
筋
違
を
模
し
た
板
を
十
文
字
に
貼
っ
て
い
る
。

屋
根
構
造
も
洋
式
の
ト
ラ
ス
が
採
用
さ
れ
た
。

一
般
に
こ
の
園
舎
の
意
匠
は
擬
洋
風
と
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
前
期
に
出
現
し
た
よ
う

な
装
飾
過
多
な
擬
洋
風
建
築
と
は
異
な
り
小
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、

コ
ロ
ニ
ア
ル
式
の
洋
風
意
匠
と
言
っ
て
も
良
い
。
色
は
、

現
在
の
復
元
園
舎
の
外
壁
の
よ
う
な
色
に
塗
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
復
元
園
舎
を
彩
色
し
た
。
江
川
の
幼
稚
園

教
育
に
対
す
る
印
象
を
表
現
し
た
色
彩
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
窓
は
大
き
く
、
各
保
育
室
も
壁
面
上
部
一
杯
ま
で
窓
、

一
段
と
高
い
屋

根
を
持
つ
中
央
八
角
遊
戯
室
に
は
更
に
高
い
位
置
ま
で
窓
が
設
け
ら
れ
て
内
部
空
間
の
採
光
・
換
気
に
寄
与
し
て
お
り
、
こ
れ
は
設
計

当
時
直
近
の
学
校
建
築
に
関
す
る
規
則
「
学
校
建
築
設
計
要
項
」
(
一
九
O
四
)
に
お
け
る
採
光
窓
の
基
準
を
遥
か
に
超
え
る
大
き
さ
で

あ
っ
た
。
加
え
て
、
中
央
八
角
形
遊
戯
室
と
、
そ
れ
に
連
結
す
る
各
保
育
室
の
間
の
間
仕
切
り
引
き
戸
も
ガ
ラ
ス
障
子
窓
が
採
用
さ
れ

園
舎
内
の
見
通
し
を
良
く
し
て
お
り
、
開
放
的
な
内
部
空
間
が
創
造
さ
れ
た
。
竣
工
当
時
の
旭
東
幼
稚
園
の
保
育
は
、
明
治
前
期
か
ら

実
践
さ
れ
て
い
た
「
会
集
」
(
集
会
の
よ
う
な
活
動
)
、
伝
統
的
な
フ
レ
ー
ベ
ル
恩
物
活
動
に
加
え
て
、
当
時
流
行
し
て
い
た
表
情
遊
戯

(
皆
で
一
斉
に
輪
に
な
っ
て
踊
る
活
動
)
、
共
同
遊
戯
(
皆
で
協
力
し
て
大
型
積
木
な
ど
を
使
っ
て
遊
ぶ
活
動
)
、
自
由
遊
戯
(
各
自
で
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自
由
に
遊
ぶ
活
動
)
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
、
保
育
室
で
お
こ
な
う
恩
物
活
動
と
、
遊
戯
室
で
お
こ
な
う
会
集
や
各
種
遊
戯
と

を
ス
ム
ー
ズ
に
繋
げ
る
に
、
こ
の
平
面
計
画
は
有
効
だ
っ
た
。
反
面
こ
の
園
舎
は
、
各
保
育
室
か
ら
直
接
に
園
庭
へ
出
る
こ
と
は
出
来
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ず
、
園
舎
外
部
に
出
る
た
め
に
は
必
ず
中
央
遊
戯
室
を
経
由
す
る
不
便
さ
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
各
種
の
先
行
研
究
は
、

幼
児
を
常
に
保
婦
の
監
督
下
に
置
き
、
怪
我
な
ど
の
な
い
よ
う
に
し
た
と
分
析
す
る
。

長
く
活
用
さ
れ
て
き
た
園
舎
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
八
(
一
九
六
三
)
年
に
は
危
険
園
舎
指
定
を
受
け
た
と
共
に
、
戸
外
遊
び
の
重

視
に
伴
い
保
育
室
と
園
庭
を
自
由
に
移
動
で
き
る
園
舎
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
加
え
て
遊
戯
室
と
保
育
室
を
離
し
た
静
動
分
離

も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
園
舎
は
戦
後
の
新
し
い
保
育
理
念
や
実
践
形
態
に
適
合
し
に
く
く
な
っ
て
き
た
。
昭
和
五
一

(
一
九

七
六
)
年
に
結
成
さ
れ
た
旭
東
幼
稚
園
改
築
促
進
期
成
会
の
他
、
建
築
士
会
、
学
区
連
合
町
内
会
、
学
区
婦
人
会
な
ど
が
市
に
要
望
を

出
し
続
け
た
結
果
、
移
転
保
存
は
決
定
し
た
が
、
移
転
先
の
決
ま
ら
ぬ
ま
ま
昭
和
五
四
(
一
九
七
九
)
年
末
に
解
体
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

長
い
倉
庫
保
存
を
経
、
平
成
一

O
(
一
九
九
八
)
年
、
約
八

0
0
0
万
円
を
か
け
て
現
在
地
に
復
元
さ
れ
た
。
史
料
保
存
の
み
に
な
る

危
険
性
の
あ
っ
た
園
舎
を
今
に
匙
ら
せ
た
の
は
、

ひ
と
え
に
園
舎
を
愛
す
る
地
域
の
人
々
の
熱
意
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
、
紹
介
し
た
二
つ
の
園
舎
は
、
明
治
期
の
幼
稚
園
舎
で
現
存
す
る
僅
か
な
棟
の
中
の
二
棟
で
あ
っ
た
。
今
回
は
幼
稚
園
舎
の
事

例
を
取
り
上
げ
た
が
、
地
域
の
教
育
力
の
実
態
を
知
る
に
は
幼
稚
園
舎
に
限
ら
ず
、
明
治
期
の
小
学
校
舎
の
建
設
を
取
り
巻
く
状
況
を

見
て
も
大
変
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
著
名
な
明
治
期
の
学
校
建
築
と
し
て
、
長
野
県
の
開
智
学
校
(
明
治
九
年
)
、
麻
績
学
校
(
明

治
七
年
)
、
中
込
学
校
(
明
治
八
年
)
(
他
の
県
に
も
多
く
あ
り
)
な
ど
も
、

そ
の
史
料
を
紐
解
く
と
、
そ
れ
ら
の
学
校
の
設
立
も
校
舎



の
竣
工
も
多
大
な
地
域
の
援
助
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

無
論
、
明
治
期
の
学
校
設
立
に
地
域
が
深
く
関
与
し
て
い
た
背
景
に
は
、
国
は
学
校
設
立
を
声
高
に
叫
び
は
し
た
も
の
の
経
済
的
支

援
は
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
力
な
く
し
て
は
学
校
の
設
立
も
校
舎
の
新
築
も
叶
う
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
各
地
域
の
人
々
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
教
育
の
た
め
に
な
ら
と
、
全
戸
が
少
し
ず

つ
で
も
経
費
を
拠
出
し
て
援
助
し
た
。
こ
の
頃
の
学
校
舎
は
地
域
特
産
の
資
材
を
使
用
し
た
り
、
地
域
の
棟
梁
が
外
国
人
居
留
地
の
建

築
を
見
学
し
て
設
計
し
た
り
し
て
建
設
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
地
域
色
の
豊
か
な
、
個
性
的
な
こ
の
が
多
く
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

明治後期竣工の幼稚園舎二棟の建築と教育に見る地域力

時
代
が
下
り
、
学
校
の
設
立
と
校
舎
の
設
計
を
国
が
全
責
任
を
も
っ
て
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
地
域
の
負
担
は
軽
減
し
た

も
の
の
、
校
舎
の
個
性
は
失
わ
れ
、
地
域
性
も
見
ら
れ
な
く
な
り
、
全
国
の
学
校
教
育
の
内
容
・
方
法
、
校
舎
の
形
態
は
画
一
化
が
進

ん
だ
。
そ
れ
は
時
代
を
下
る
に
連
れ
て
一
層
顕
著
に
な
り
、
戦
後
日
本
に
至
る
と
全
て
の
校
舎
が
全
く
同
様
の
計
画
で
建
て
ら
れ
る
時

期
も
あ
っ
た
。
「
校
舎
は
、
敷
地
面
積
と
形
状
を
電
話
で
聞
く
だ
け
で
設
計
で
き
る
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
代
も
過
ぎ
、
現
在
は
再
び
、
校
舎
・
園
舎
は
個
性
化
・
個
別
化
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
。
独
特
な
意
匠
を
持
つ
校
舎
や

園
舎
を
目
に
す
る
機
会
も
多
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
、
以
前
の
よ
う
な
地
域
の
力
は
再
生
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
?

筆
者
の
見
る
多
く
の
近
年
の
校
舎
・
園
舎
の

姿
に
は
、
地
域
力
の
粋
と
し
て
実
現
し
た
校
舎
・
園
舎
も
あ
れ
ば
、

そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
造
ら
れ
る
か
も
含

め
て
、
個
性
化
の
時
代
に
入
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

幼
稚
園
建
築
の
歴
史
を
紐
解
く
研
究
を
続
け
な
が
ら
強
く
感
じ
る
の
は
、
「
モ
ノ
」
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
関
係
は
深

く
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
極
め
て
具
体
的
で
目
に
見
え
る
も
の
を
通
す
と
、
人
々
の
議
論
は
具
体
的
か
つ
現
実
的

に
な
る
。
校
舎
・
園
舎
の
設
計
過
程
で
、
地
域
あ
る
い
は
保
護
者
集
団
と
の
話
し
合
い
の
場
を
多
く
も
っ
た
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
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は
、
そ
の
後
の
学
校
運
営
の
場
に
、
人
々
を
集
め
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
。
皆
、
自
分
が
関
与
し
た
建
築
に
愛
着
が
わ
き
、

の
よ
う
に
活
用
・
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

そ
れ
が
ど

教
育
実
践
を
語
る
時
、
お
う
お
う
に
し
て
教
師
・
子
ど
も
と
い
っ
た
人
間
関
係
・
人
的
環
境
に
議
論
は
集
中
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ

の
で
あ
る
。

ば
か
り
で
は
な
く
、
場
を
提
供
す
る
教
育
施
設
の
在
り
方
を
考
究
す
る
こ
と
も
ま
た
、
教
育
実
践
研
究
に
有
効
で
あ
る
と
確
信
す
る
も
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